
当所は平成30年4月からNPO法人学生ネットワークWANとのコラボ
企画として、『ミライロしごと図鑑』（以下、「ミライロ」）を連載してきまし
た。福岡の中小企業の魅力発掘や、就職活動をしている学生の地元での
就職意識向上などを目的とした企画で、当所の会員事業所を対象に学生
による取材を行なってきました。
今回、最終回をむかえるにあたりコラボ企画の締めくくりとして、イン

タビュアーを務めた学生さんたちにこの3年間を振り返ってのお話を聞くた
め座談会を開催しました。学生からは、「経営理念やビジョンなどにこめら
れた熱い思いが直に聞けた」、「様々な業界の人に話を聞いて視野が広がった」、「就活で大企業だけでなく中小企業も調べるように
なった」などの声が聞かれ、学生に地元企業を知ってもらい、関心を高めてもらうことができたと思っております。
（座談会の様子は、26ページをご覧ください）

■ミライロしごと図鑑とは？
ミライロは、次世代を担う大学生がインタビュアーと
なり、地元企業に対し学生自身が気になる企業情報
について取材し、将来自分が活躍するフィールドを探
すというコーナーです。

■“ミライロ”の名前の由来
実は…、"未来の自分を探しに行く"で 「ミライ＋イロ
（自分らしさ）=ミライロ」でした！

3年間で取材させていただいた会員企業様  ※会社名、役職名は取材当時の情報を掲載しています。

㈱岡野

㈱グランドビジョン

㈱カムラック

㈱アイ・ビー・ビー　

㈱グッドラックスリー

㈱ネオ倶楽部

㈱えみの和

㈱ジーコム

㈱ホスピタブル

明倫国際法律事務所

イデアパートナーズ㈱

英進館㈱

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

代表取締役社長　岡野博一 氏

社長兼プロデューサー　中尾賢一郎 氏

代表取締役　賀村研 氏

代表取締役　廣田稔 氏

代表取締役社長　井上和久 氏

代表取締役社長　栁川敏昭 氏

代表取締役社長　井上学 氏

代表取締役社長　新貝耕市 氏

代表取締役社長　松清一平 氏

代表　田中雅敏 氏

代表取締役　井手修身 氏

代表取締役社長　筒井俊英 氏

平成30年度　取材対象：経営者

㈱三好不動産

ナレッジネットワーク㈱

㈱福岡情報ビジネスセンター

㈱やまやコミュニケーションズ

㈱リトル・ママ

㈱トゥトゥモロウ

㈱裕生堂

㈱アクティネットワーク社

㈱エニセンス

さくらフォレスト㈱

㈱ビルドヒューマニー

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

12月

1月

2月

3月

是澤まゆ 氏

櫻木諒太 氏

福谷将啓 氏

本社工場　工場長　藤木和泉 氏

古賀夏海 氏

森拓人 氏

日馬夏実 氏

車東喜 氏

小田島佑介 氏、野口浩志 氏

梅田真未 氏

多田伯明 氏

令和元年度　取材対象：若手社員

㈱ディーゼロ

ナレッジネットワーク㈱

LINE  Fukuoka㈱

エコー電子工業㈱

弁護士法人  堀内恭彦法律事務所

㈱MIKI・ファニット

㈱ふくや

㈱大賀薬局

福岡ソフトバンクホークス㈱

㈱セールスアカデミー

㈱ペンシル

総括

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

代表取締役社長　矢野修作 氏

代表取締役社長　森戸裕一 氏

Smart City 戦略室　室長　南方尚喜 氏

代表取締役社長　柗本淸人 氏

堀内恭彦 氏

代表取締役社長　太刀山美樹 氏

代表取締役社長　川原武浩 氏

代表取締役社長　大賀崇浩 氏

インバウンド推進室　室長　淵郁子 氏

代表取締役　宮脇伸二 氏

代表取締役社長COO　倉橋美佳 氏

学生スタッフ

令和2年度　取材対象：経営幹部、事業責任者

『ミライロしごと図鑑』の過去
のバックナンバーはこちらから
ご覧いただけます !

取材にご協力いただき、ありがとうございました！

※11月号はお休みしました

学生╳商工会議所　タイアップインタビュー企画
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■NPO法人学生ネットワークWAN　とは？
　設立18年目を迎える学生主体のNPO。「学生
だから～できない」「地方だから～できない」を変える
べく全国19地域の情報発信支援や、地域の
関係人口をつくるコンテンツ企画
運営をしている。私たちの運営す
るサイト「ガクログ」もぜひCHECK!!
してください！
http://www.gakulog.net/

■「FUKUOKA2020」とは？
毎週木曜日19時から生配信！
「ビジネス」「地方創生」「シェアリングエコノミー」「DX」をキーワードに、専門的かつ未
来志向な話を、大学生パーソナリティが徹底的にわかりやすく噛み砕いて発信する福岡
発メディアです。

『ミライロしごと図鑑』の取材を通して印象に残っていること

山本：私は、福岡ソフトバンクホークス㈱の淵さんの「仕事
に対する姿勢」が印象的でした。淵さんは様々な企業の方や
お客様と出会う営業のお仕事をされていますが、その人の立
場に関係なく、誰に対してもフラットに接することを最も意識
しているとおっしゃっていました。1枚の野球観戦チケットを
買ってくれる方にも、何億ものお金を出してくれるスポンサー
に対しても平等に接することは決して簡単ではありません。も
ともと「営業＝数字を追い求める」というイメージがありました
が、私も今後営業の仕事をする際には、淵さんのマインドを
大切にしたいと思いました。
　また、「『企業の価値＝個人の価値』である、つまり自分が
頑張ることで自らの価値を上げていくと、結果的に会社の価
値が上がっていくので、自分を磨き続けたい」というお話は、
WANにおける私にも通ずる言葉だと感じました。私も淵さん
のように自分を磨き続け、WANの価値を高める人でありたい
と思いました。

二宮：私は、㈱MIKI・ファニットさんの取材が印
象的でした。幅広い年代のスタッフがいる中で、
若いスタッフに責任者を任せ、呼称を「責任者」で
はなく「リーダー」としているというお話は興味深い
と感じました。
　代表の太刀山さんは、責任者と言われるとプ
レッシャーに感じてしまうかもしれないので、あえ
てリーダーという位置づけにすることで、少し気が
楽になって楽しく仕事ができるとおっしゃっていまし
た。この言葉にこそ太刀山さんの人柄が表れてい
て、素敵だと思いました。

山浦：私は、㈱ふくやの川原代表に取材をするに
あたって、実際にふくやさんの店舗に明太子を買い
に行ったのですが、私が「〇〇の店舗に行きまし
た」と言うと、「あそこの店舗はあの方がいるね」な
ど、代表が各店舗の細かいところまでご存知だっ
た点にとても驚きました。ふくやでは代表が社員一
人ひとりに目を向けていることが分かり、印象に残
りました。

企業説明会では聞けないことを聞けたのがミライロ
企業のトップの言葉を直接聞くことで理解が深まった

髙田：ミライロで取材させていただいた企業に興味が沸いた
人が多いようですね。取材を通して、企業に対する印象や、
自身の考え方が変わった人はいますか？

山本：中小企業やベンチャー企業の方が持つ事業への思いに
ついて、企業説明会でしっかりとお話を聞くようになりまし
た。その結果、自分がどんな人と働きたいのか、どのような
環境であればさらに成長したいと思えるかを重視するようにな
りました。

山浦：自分が就きたい企業を調べる際は、今までは主観的
に「自分が挑戦したいこと」「自分が得意なこと」を重視してい
ましたが、ミライロの取材を通してその考えが変わりました。
自分のことばかりでなく、その企業の社長の想いや、理想像
など会社の内部を調べた上で興味を持つか否かが決まるよう
になりました。
　正直、最初はHPに書いてあるビジョンなどは、本当なのか
な？と思っていました。しかし、実際にミライロの取材を通し
てお話をうかがうと、短くまとめられたその文字には、熱い思
いが込められていることがわかり、会社の方と実際に話すこと
の重要性に気づきました。

業界や企業について理解が深まった

園田：ミライロを通して「業界」への理解が深まったと思いま
す。3年間取材を担当しているので、様々な業界の方々から
お話を伺うことができました。
　例えば、私は弁護士事務所に2回取材に行っているのです
が、法学部生である私にとって一番身近であるはずの弁護士
の仕事すらよくわかっていませんでした。取材でお話をうか
がって初めて、「弁護士はこんな仕事もしているんだ！」という
発見が多かったです。
　一つ一つの企業を自分で調べて、実際に働いている社員の
方や社長にお話をうかがわないと、分からないことがたくさん
あるのだと身に染みて感じました。「自分が世の中の仕事につ
いて何も理解してなかった」ことに気づけたということが、私
にとって大きな財産となりました。

山本：私は就活をやりながら取材をできたことが、自分にとっ
て強みになりました。ミライロは、究極の業界・企業研究だ
と思います。取材に向けて、企業の紹介動画を見たり、過
去のインタビュー記事を読んだりしたことで、一つの企業を深
く理解できました。普通の就活生であれば、就活で学生が最
初に出会うのは採用担当者なので、企業の代表のお話を直
接聞き、代表の本音を引き出せる機会はなかなかありません。
この活動を続けていけば、最強の就活生になれると思いまし
た。

髙田：ミライロがひとつの武器になったのですね。就活生の
ために話をしてくれる企業の代表も多いとは思いますが、ミラ
イロは商工会議所の会報誌の読者（企業の方）に向けた取材
なので、私達もそういう目線を持って話す努力をしています。
実際に経営をしている方から、その目線や立場で話をしてもら
えることは、学生にとっては就活に関係なく貴重な経験にな
ると思いました。

コロナ禍における採用活動の変化

髙田：企業の採用活動の変化について、気付きはあります
か？私は様々な就活サイトに登録して、企業側から学生への
案内は東京のベンチャーが多いことと、Wantedlyなどのベン
チャー企業が使うようなサービスは東京を中心に盛んである
ことに気づきました。

江﨑：インスタライブなどで企業の魅力を伝えているところが
印象に残っています。例えば、日本テレビの森アナウンサー
は、就活生向けに放送局のESの書き方を配信していて、コ
ロナ禍で就活生のためにできることを実行しています。

園田：たしかにそれは最近の企業説明会やインターンシップ
全般に言えることだと思います。これまでは「自社はこのよう
な取り組みをしています」「他の企業とはここが違います」と
いった自社アピールの説明会が多かったですが、その方法で
は学生が集まらなくなってきているのだと感じますね。

髙田：これまでの就活は、企業にESを送って、お祈りメール
が届く…の繰り返しで一方的なやり取りでしたが、今回オンラ
イン前提の就活になったことで、コミュニケーションの幅が広
がりましたよね。以前は同級生と一緒に並んでエントリーシー
トを書いて、お互い添削しあったり、実際に会って面接練習
をしたりしていましたが、コロナ禍ではそれが叶わなくなって
しまいました。だからこそ今は、ネットを通じて多様な学生に
リーチする可能性が広がっているように思います。

編集部：山本さんはオンラインとオフラインの就活を経験した
と思いますが、両者で熱量など違いを感じましたか？

山本：社内の様子や社員の方が働いている姿を見ていない部
分には少し不安を感じますが、対面だからといって距離が縮
まったという感覚はありません。オンラインでも、面接官の方
が距離を縮めようと雑談をしてくださるので、それほど温度差
は感じなかったです。ただ、面接で「大阪まで来てください」
と言われると、コロナ禍でのオンライン面接が当たり前になっ
ていたので、体力的にきつかったです。

時代の流れに敏感な企業が魅力的

園田：ミライロで取材させていただいた企業は、もちろん活
躍されている企業の方を選んでいるとは思うのですが、活躍し
ている企業と言えば、「新しいことに挑戦している」ところが共
通点だと思います。

髙田：私はずっと企業文化や企業に共感できるかどうかを意
識してきましたが、その中でも、時代の流れに敏感で、新し
いことにチャレンジする社風が良いと思っています。その気持
ちは、コロナを経て改めて強くなりました。
　元々勤務地に縛られず就職先を見ていたのですが、ミライ
ロでお世話になった企業さんに会ってみて、「この商品はこの
企業が作っていたんだ」という発見や、今まで自分がいかに
地場企業に支えられて生きてきたかということを改めて実感し
ました。日々挑戦している方がたくさんいる街に、自分も貢献
していきたいと思いました。
　素敵な企業を知ることができただけでなく、素敵な「人」
を知れたことが良い経験だったと思います。今後の人生を考
える大きなきっかけとなりました。

「ミライロしごと図鑑を振り返って」

取材日：1月15日

NPO法人学生ネットワークWAN

【座談会参加メンバー】
　●髙田さん（西南学院大学 4年）〈上段左〉
　●園田さん（九州大学 3年）〈上段右〉
　●山本さん（西南学院大学 4年）〈中段左〉
　●江﨑さん（福岡女学院大学 3年）〈中段右〉
　●二宮さん（福岡女学院大学 4年）〈下段左〉
　●山浦さん（筑紫女学園大学 2年）〈下段右〉

学生スタッフ
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